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【主な内容】 

第一部 学問形成と西洋との格闘  1878‐1912 年 
第一章 明治期の佐々木惣一──「法律学的研究」における西洋と日本 

第二章 ドイツ留学から「明治」の終焉へ 

 

第二部 「国際化」と「国民化」の中の立憲主義  1913‐1932 年 
第三章 解釈法学における「論理」と「社会」 

第四章 立憲政治と国民道徳──『立憲非立憲』における「責任」を巡って 

第五章 「非立憲」と共存する政党政治 

──「事実的なもの」としての政党、元老、統帥権 

 

第三部 総力戦体制と日本憲法の「独自性」  1933‐1945 年 
第六章 瀧川事件から国体明徴へ──「民主的」と「権威的」の狭間で 

第七章 総力戦と立憲主義者──国家に奉公する「自由」な国民 

 

第四部 日本国憲法とデモクラシーの凱歌？  1945‐1965 年 
第八章 帝国憲法への郷愁と「象徴」への懐疑 

第九章 そして「護憲」対「改憲」へ 

【著者】大和友紀弘 （やまと・ゆきひろ） 

1990 年 茨城県に生まれる。 

2013 年 明治大学文学部史学地理学科 

日本史学専攻卒業。 

2022 年 明治大学大学院文学研究科 

史学専攻博士後期課程修了。 

博士（史学）。 


